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旧曽呂小学校及び旧曽呂幼稚園の跡施設利活用計画

１ 学校施設の概要

２ 学校跡施設利活用の基本的な考え方

(１)社会教育施設及び文化施設としての活用

市総合計画との整合を図りながら有効活用を検討する。総合計画では、老朽

化した「曽呂公民館」を移転し、社会教育施設の整備充実を図ることや老朽化

した「市民ギャラリー」を移転し、文化芸術の活動を促進する拠点となる施設

整備を図ることが位置づけられている。

(２)地域コミニュティの場としての活用

学校は地域の財産であったことから、地域の人々に親しまれ、気軽に集まれ

るような、地域コミニュティーの場として活用。

(３)複合的な活用

学校跡施設は地域の財産であると同時に市民共有の貴重な財産でもある。こ

のため、単独の施設機能として利用するばかりでなく、多くの市民が利用でき

るように多様な機能を持たせ、複合的に施設を活用。

また、施設に複数の機能を持たせることによって、高齢者や子どもたち、子

育て世代の市民が集まり、世代を超えた交流が生まれるような活用。

(４)将来を見通した中、長期的な視野に立った活用

中・長期的な視野に立ち、今後新たに生じる行政需要への対応など、多様化、

高度化する市民ニーズ、将来のまちづくりへの備えなどを考慮し、周辺施設か

らの機能移転や機能統合を含め、将来を見通しての活用。

学校名 種別 建築年次 構造 面積(㎡)

曽呂小学校

校舎 S62.3 RC 1,920

体育館 S57.2 S 752

グランド － － 3,175

敷地全体 － － 7,676

曽呂幼稚園
校舎 H8.12 W 206

敷地全体 － － 1,551
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(５)既存の校舎等を活かした検討

現在の校舎は昭和 62 年の完成で新耐震基準の建物となっているため、耐震性

能は有しているので、利活用が可能である。そのため、できるだけ現在の校舎

を生かしながら、施設のバリアフリー化、エレベーター設置など必要な設備に

ついて改修工事を検討。

また、施設の面影や地域の記憶を失わないような活用。

(６)民間活力を活かした検討

民間事業者やＮＰＯ法人、市民活動団体などのノウハウによる活用及び交流

拠点としての施設利用などを図る検討。

３ 使用教室等の検討

現在の案としては、別添図面のとおり。

○市民ギャラリー

・長谷川昻展示室・・・・・２階図書閲覧室 147.4 ㎡

・特別展示室・・・・・・・１階会議室 50.4 ㎡

・展示室・・・・・・・・・１階普通教室 57.6 ㎡ ×２

・創作ルーム・・・・・・・２階図画工作室 86.4 ㎡

・講演映像ルーム（兼用）・・２階音楽室 86.4 ㎡

・収蔵室・・・・・・・２階普通教室×２ ２階理科家庭科教室 147.4 ㎡

・事務室（兼用）・・・・・・１階職員室 57.6 ㎡

※現市民ギャラリー展示室

１階 常設展示室（122.8㎡ 長谷川昻 彫刻展示）

収蔵室（69.6㎡ 長谷川昻 彫刻展示）

ラウンジ（48.7㎡ ホール・休憩室）

事務室、給湯室、便所等

２階 第 1展示室（139.2㎡ 貸展示室 天井高 3.2ｍ）
第 2展示室（81.2㎡ 貸展示室 天井高 3.2ｍ）
研修室（92.4㎡ 貸会議室 天井高 3.2ｍ）



III

○公民館

・図書室・・・・・・・・・１階印刷室資料室 28.8 ㎡

・調理室・・・・・・・・・１階放送室 28.8 ㎡

・和室・・・・・・・・・・１階保健室 36 ㎡

・会議室・・・・・・・・・２階普通教室 57.6 ㎡ ×２

・講演映像ルーム（兼用）・・２階音楽室 86.4 ㎡

・用務員室・・・・・・・・１階用務員室 50.4 ㎡

・事務室（兼用）・・・・・・１階職員室 57.6 ㎡

※現公民館

１階 事務室（24.5㎡）
会議室（36.8㎡）
用務員室（27.5㎡ 和室、浴室等）

玄関ホール、便所、浴室等

２階 講堂（92.8㎡）
和室会議室 19.2㎡）
調理室（18.7㎡）

４ 第１回会議で出された提案

○市民ギャラリーに関する事項

・作家の市民ギャラリー滞在による制作活動（鴨川を題材に）

・大学の芸術学部との連携事業（タイアップ）、若手アーティストの支援

・地域の歴史、文化の活用（水田三喜男氏、嶺岡牧、旧曽呂小学校をめぐ

るハイキングコースの設定）

・バリアフリー化、エレベーターの設置工事

・進入路の設定（大型観光バスの受入れ）

○その他の活用事業

・農産物直売所の開設（民間事業所の活用）・・・体育館

５ 第２回会議の協議事項

・上記「２学校跡施設利活用の基本的な考え方」に基づいた活用方法に関

する意見。

・第１回会議で出された提案に対する意見。


